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《研究ノー ト》
シア トルにおける日系人帰還問題
黒 川 勝 利
は じめ に
第 2次大戦の帰趨が明らかになってくるとともに,日系人収容者たちの太
平洋岸諸州への帰還が問題となった(1)｡これは困難な課題であった｡真珠湾
攻撃によって激化した日系人-の-般市民の反発はまだおさまっていなかっ
たからである｡太平洋岸諸州の各地で日系人への襲撃,いやがらせが相次い
だ｡シアトルとその近辺ももちろん例外ではなかった(2)0 1944年10月,帰還
反対派はホワイ トリバー ･ピャラップ ･バ レイにおいて リメンバー ･パー
ル ･ノ＼-バー ･リーグ (RememberPearlHarborLeague)を結成 した(3).
1945年2月,キング郡の--バービュー病院 (HarborviewHospital)に復帰
したマサコ･タカヨシ (MasakoTakayoshi)という看護婦が,同僚のいやが
らせに耐えきれずに辞職した(4)｡強硬派の中には,日系二世の市民権剥奪を
主張するものもあった(5)｡日本人移民には帰化権がなかったが,二世は生ま
れながらにして市民権を有していたからである｡もしも彼らの計画が成功し
ていたならば,戦後の日系人社会は計 り知れない-ンディキャップを背負う
ことになったであろう｡他方で,教会評議会 (CouncilofChurchesand
ChristianEducation)のような日系人擁護グループは,彼らの帰還を順調な
らしめるべく全力をつくしたCこれに賛成する団体,個人も少なくなかっ
た(6)Oヮシソトン州知事ウォルグレン (MonradWalgren)が帰還に反対の立
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場を表明すると,教会評議会,アメリカ人種関係評議会 (AmericanCouncil
onRaceRelations),アメリカン･フレンズ ･サービス委員会 (American
FriendsServiceCommittee)などの団体が即座にこれを非難する声明を発表
し,ワシントン大学新聞は第一面の論説で日系人へのフェアプレイを訴え
たOリメンバー･パール ･--バー ･リーグがシアトルで集会を開いた時に
は,150人を越えるワシントン大学の学生が抗議のために押しかけ,二世を
支持する文書を配布し,リーグの行動を非民主的でナチズム的なものである
と非難した(7)｡マイヤー長官 (DilonS.Myer)をはじめとする戦時転住局
(WarRelocationAuthority)の関係者も帰還反対運動を厳しく批判し,内務
長官のイッキ-ス (Haroldlckes)は日系人襲撃事件の被告に対する判決が
軽すぎるという抗議声明を発表した(8)｡日本人の太平洋岸への帰還はこのよ
うな攻防の中で進められたのであるO
本稿はこのような太平洋岸,特にシアトル-の日系人の帰還問題に関する
作業の一部として,この間に注目すべき動きを示した,あるいは影響を及ぼ
した若干の魁織と利害勢力の動向を整理したものである｡ただし,黒人新聞
の動向については触れていない｡別稿で強制収容をめぐるシアトル諸新聞の
記事を整理した際に,すでにかなり詳しく言及したからであるOここで結論
だけを繰り返しておくならば,シアレレの黒人新聞は,同じ被差別マイノリ
ティとしての立場から日系人の強制収容に強く反対し,したがって彼らのシ
アトルへの帰還にも好意的であった(9)0
第1節 市民統一委員会
日系人のシアトル帰還を円滑に進めるにあたってもっとも重要な役割を演
じた魁織は,おそらく市民統一委員会 (CivicUnityCommittee,以下
CUCと略記)であるo
CUCは1944年の2月,デトロイト暴動に象徴される人種間題の深刻化を
憂慮したシアトル市長デヴィン (WiliamF.Devin)のイニシアティブによっ
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て設立された｡委員は実業界,宗教界,公民権運動家,労働団体 (AFLが1
人,CIOが1人)などの有力者から選ばれ,左翼とみなされる人物は含まれ
ていなかった｡人種,性別では白人男性 7人,白人女性 2人,黒人男性 2
人,中国系男性 1人であった｡
このように設立時の目的はむしろ白人と黒人との間の融和であったが,
CUCが日系人帰還問題に取 り魁む下地は十分にあった｡委員長のグリーン
ウッド(GeorgeGreenwood)は銀行の頭取であったが,戦争初期の反日感情
が絶頂に達していた時に公然と日系人の収容に反対した気骨ある人物であっ
た｡法律家のバーネット(ArthurBarnet)委員は,日本人の帰還にCUCと
ならんで重要な役割を演じた教会評議会の役員でもあり,日系人強制立ち退
きに強 く反対 してゴー ドン ･ヒラバヤシを弁護 したことでも知られてい
た (10)0
CUCの手段は教育と説得であった｡そのため CUCの委員たちは,
WRAその他の帰還促進団体と緊密に連絡を取 りながら,関係者に書簡を送
り,新聞に声明を発表し,日系人の受け入れに賛成する集会を支援するなど
の様々な手段で,シアトル白人社会の反 日系人感情を緩和 しようと努力し
た(ll)｡以下の文章は "No丁aps"のサインを掲示した ｢農産物街｣(Produce
Row)の企業に対して CUCが送った書簡の一部である｡
2月10日のシアトルP.I.紙はレイテで作戦中に戦死したアメリカ人兵士フランク
の記事を掲載していますOベンという名前のもう一人のアメリカ人兵士,B24爆撃
機の飛行軍曹は2個の名誉ある飛行十字章と,オークの菜で飾られている飛行勲章
を授与されていますO-ンリー はビルマで小隊を救出し,一人の伍長は "失われた
大隊"を救助しましたOその他多数のシアトル出身者が作戦の中で戦死し,より多
くの者が負傷していますO
アメリカには,まだ生存していて帰還してくるであろうこのような兵士たちを受
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け入れる場所はないのでしょうか｡若い市民たちからこのような犠牲と奉仕を受け
取っておきながら,彼らと彼らの父,母,兄弟,姉妹に対して,｢出ていけ｣,｢島に
戻れ｣,｢ここで食料品を買うな｣というのがアメリカ的なやり方でしょうか｡
彼らのラスト･ネイムは何でしょうか? 実のところそんなことが大事なので
しょうか｡フランクは-チャです｡ベンはクロキですO-ソ1)-はゴショですO "失
われた大隊"を救出した伍長はヤマグチですO名前は日本起源であってもその持ち
主はアメリカ市民です｡
サンフランシスコ･クロニクルの名誉編集者であるチェスター･p--ルは, ド
イツ系,イタリア系のアメリカ市民がヒトラーやムッソリーニの残虐行為のゆえに
責められるべきではないのと同様に,彼ら日系アメT)カ人市民は7.ウジョウの残虐
行為のゆえに責められるべきではない,と述べていますO
しばらく時間をかけてそのことを考え,あなたがビジネスの場所に掲げている反
日本人のサインを除去して頂けないでしょうか? 我々は,あなたが多分上記のよ
うな事実をよく知らなかったのだと思います｡我々は,あなたのフェアプレイの精
神,隣人愛,そして兵士たちがそのために戦っている民主主義の原理が,国内にお
いても踏みにじられ忘れ去られることのないようにという,あなたの希望に訴えま
す(12)｡
この書簡では農産物衝の経営者たちを改宗させることはできなかった｡実
のところ彼らは,シア トルにおいて後に吟味するチームスター組合とならぶ
もっとも強硬な反 日系人グループだ ったのである(13)O しか しながら CUC
は,その後も様々な方法で彼らに働きかけ,1945年10月24日には,委員会に
農産物小売商協会 (RetailProduceDealersAssociation)会長のア ドウェン
(Adwen)を招いて直接説得を試みている｡下記の文章は当日の議事録から
-2561
シアトルにおける日系人帰還問題 921
の引用である｡
アドウェン氏は,戦争中に食料を生産するために時間とエネルギーを使って熱心に
働いた農民たちが優先されるべきであるというのが,農産物街のすべてのディー
ラーの主張であると述べたOデイブィス師 (CUC委員)は,日本人は戦争中に自分
の土地から立ち退かされ農産物を生産する機会を与えられなかったのに,そんなや
り方が公正だろうか,と尋ねた｡
(中略)
日本人はウェスタン･アヴェニューの農産物街で受け入れられるだろうかと尋ねら
れてアドウェン氏は,彼らはビジネスのやり方が好かれていないので歓迎されてい
ない,と答えたo彼は主として "Kick-backs"に言及したoそれは日本人雇い主が,
日本人雇用者に自分の所有する部屋や自動車を貸与するかわりに,日当の50%以上
を差し引くというやり方である｡こうして賃金の基準は意味がなくなる｡これは他
のディーラーが嫌う多くのやり方のほんの一つにすぎない(14)a
CUCはまた,日系人の帰還を支持する記事,論説を掲載するようタイムズ
紙,PI紙を含む新聞関係者に働きかけるとともに(15㌧ 陸軍の将軍がシア ト
ルを訪れた時に,労働観合,在郷軍人会,海外戦争退役軍人会など帰還に反
対 しそ うな団体を委員会に招いて説得を試みているQ在郷軍人会などの代表
は陸軍の権威に弱く,将軍が協力を要語すると,彼らはただちに承諾した｡
しかしながら,労働団体,特に AFL系のシア トル中央労働評議会 (Cen-
tralLaborCouncil)やチームスター魁合の説得は容易ではなかったoシアt･
ル中央労働評議会の ドイル (CharlieDole)は ｢君らが彼等を帰還させた結果
として,何人が街灯から吊されることになっても我々は責任を負わないぞ｣
と発言したと言 う(16)oシア いレは AFL系魁合の勢力が強い都市であったか
ら,彼らの反対は帰還 した日系人が仕事を見つけようとした時にきわめて大
きな障害となった｡
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このように,その努力が必ず報われるとは限らなかったが,もしもCUC
が存在しなければ,シアトルへの日系人の帰還がより困難なものになってい
たであろうことは,疑う余地がない｡ノ＼ワード･ドローカーは,日系人のシ
アトル-の帰還が暴力を伴うことなく行われたのには多 くの理由があった
が,｢CUC はその重要な一 因であった inwhichtheCUCwasan
importantelement｣,また日本人帰還問題-の関わ りが ｢戦時における
CUC の最大の成果であった theCUCachieveditsgreatestwartime
success｣と述べている(17)0
第2節 シア トル ･タイムズ紙(18)
戦局に対する危機感がもっとも強かった時期においてさえ,シアトルの黒
人新聞ノースウェスト･エソタプライズ (NorthwestEnterprise)は日系人
の強制収容を厳しく批判した(19)Oそれに対してシアトル ･タイムズのような
一般紙は,おしなべて強制収容を支持した｡そしてそのような姿勢は,強制
収容によって日系人がシアトルから姿を消した後も変わらなかった｡1943年
4月15日の社説でタイムズは,日系人たちに対して,｢もし彼らが忠実な市
民ならば,不平を言うのはやめるべきである｣と主張する｡
現在の太平洋岸の日系住民に関する規制は,地域の安全のためにもジャップ自身
の安全のためにも継続して実施されなければならないo我が国に本当に忠実な著
は,自分たちの現在の拘禁を戦争への貢献,彼らが忠誠を誓った土地-の犠牲とみ
なすことができるはずである(20)0
また5月13日の社説では,強制収容の是非を問題にし続けている人々に矛
先を向けて,｢感傷的なセンチメンタリズムはアメリカ人の忍耐力を疲れさ
せている｣と主張している｡
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我々は戦争中なのであるから,第一に考慮すべきことは我が国の利益を守るとい
うことでなければならない｡忠実な日本人への人間愛,彼らの福祉,現在と将来へ
の配慮はこれに続く2番目の問題なのである(21)0
しかしながらまもなく,徐々にではあるが,タイムズ紙の論調は変化して
いった.ヨーロッパ戦線で活躍する日系兵士に関する記事の増加は,おそら
く,そのような変化の結果でもあり原因でもあったのであろうOそして1944
年の初頭にケントで日系人の帰還をめぐって住民の間で議論が生 じた頃に
は,社説の論調はかなり冷静なものになっていた｡住民集会において,忠実
な日系人の受け入れを主張したワシントン大学教授に対しても,先に紹介し
た社説のごとく不快感を示すことなく,｢フェアプレイとい うアメリカの確
立した伝統と,少数派の権利を守るというアメリカの確立した流儀に沿 うも
のである｣という評価を下している｡
とはいえこの段階では,変化にまだ限界があった｡社説の結論は結局,ケ
ント住民自身の判断に委ねるべきだというのである｡
しかしながらケントのケースは,局地的なものではあるが,西海岸の他の共同体
の典型なのであるO合衆国の日本人に正義が保障されねばならないと,我々は確信
しているQ権利を持っている人々の権利は尊重されるべきであり,便害されるべき
ではない｡同様の理由で,彼らを住民として受け入れることを好まない共同体は,
それを強制されるべきではない (22)o
この論理は,南部の各地で黒人たちを白人経営のレス トランから締め出す
ために用いられていたものと類似している｡
しかしながらタイムズ紙の論調は,その後一層日系人に有利な方向に傾い
ていった｡そして1944年11月には,日系アメリカ人市民連盟 (JACL)が当時
ソル トレイクにおいて発行 していたパシフィック ･シチズン紙によって,
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｢日系人に関する記事において明らかに公正 conspicuouslyfairintheir
handlingofstoriesregardingJapaneseAmerican｣な新聞の一つとして,質
賛されるまでになっていたのである(23)｡
それゆえ,立ち退き命令が破棄されてまもなくの1944年12月20日の論説に
おいて,タイムズ紙が,日系人の収容はやむを得なかったにしても,やはり
多くの忠誠を証明する機会すら与えられなかった人々-の不正であり,彼ら
はその試練に見事に耐えてきたと賞賛するとともに,徐々に復帰する日系人
は忠誠を証明された人々であり,彼らは悪意や偏見なく迎え入れられるべき
であると主張したのは,必ずしもCUC委員長グリーンウッドの説得が原因
ではなかったのである(24)｡
そしてその後も,タイムズ紙は日系兵士の活躍を頻繁に報道し,日系人の
シアトル-の帰還に有利な方向に世論を誘導していった｡
バーナーは,｢私の判断では,反対運動を鎮めたもっとも決定的な要因を
一つあげるならば,442連隊戦闘部隊と第100大隊の功績と犠牲であったO
もっとも多くの勲章を授けられた,そして異常に高い比率の犠牲者を出した
陸軍部隊として,彼らの記録は 『愛国的』反対運動を武装解除するにあたっ
て決定的であった｣と述べている(25)Oもちろんそのこと自体は疑う余地のな
い事実であるが,当時のタイムズ紙や P.Ⅰ.紙があれほど頻繁に,しばしば写
真を掲載して,シアトルやその近辺出身の二世兵士の活躍や犠牲を報道しな
ければ,多くのシアトル市民がそのような事実を認識するのはもっと遅かっ
たであろう(26)0
実際,ある読者は次のような抗議をタイムズ紙の投書欄に送っているので
ある｡
なぜ我々は毎晩,貴紙の紙上に,すぼらしい,優しい,思慮深い,そして特別に勇
敢な二世の写真やお涙ちょうだい記事を発見しなければならないのか｡これは何の
ための,あるいは誰のためのプロパガンダなのか｡
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なぜ貴紙は,わずか2万7000人程度の日系アメリカ人の中からこのような人々を
選ばなければならないのか｡何十万という善良で正直なアメリカ人の中に,貴紙は
大量の,胸がはりさけるような勇敢な行為を発見することができるはずなのに｡そ
して我々は皆,そのようなことを聞きたがっているのに(27)0
第3節 AFLとチームスター組合
第2次大戦期の合衆国における2大藩働団体は AFL(アメリカ労働総同
盟)と CIO (産業別阻織会議)であったOパシフィック･シチズン紙は当時
の合衆国各地の諸利害勢力の反日系人的および親日系人的動きを克明にフォ
ローしており,その中にはこの両組織によるものが多数含まれているが,予
想されるように前者に所属する全国阻合,ローカル取合は概して日系人を排
斥し,後者に関係する魁合はその受け入れに横極的であった(28).1944年3月
18日のシチズン紙はこの両者の相違を次のように総括している｡
アメ1)カ労働総同盟の日系アメリカ人への対応は,その他の非白人グループの労
働者への対応と同様に,すべてのアメリカ人を平等に扱うという政策を実際に守っ
ている産業別敵織会議,すなわちCIOの立場とはまったく対照的である(29)o
このことはもちろんシアトルについても当てはまった｡1944年 9月20日の
シアトル中央労働評議会は,日系人の強制収容とそれを実行した西部防衛司
令官 ドゥイット将軍以下の関係者の行為をあらためて賞賛し,現時点におけ
る日系人の帰還は社会に混乱と暴動を引き起こすのみならず,重要産業の労
働者のモラルを低下させて戦争努力を妨げる,このようなことはけっして引
き起こしてはならない,と決議したのである(30)0
全国的に見ると,AFL系組合の反日系人的姿勢は戦争末期には緩和に向
かい,1944年末にニューオリンズで開かれたAFL全国大会では,｢日系アメ
リカ市 民へ の根拠 のない迫害 と差別 unwarrantedpersecutionand
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discriminationagainstAmericancitizensofJapaneseancestry｣を非難する
決議が採択されるに至った(31)｡しかしながらこの決議もシアTJレのAFL指
導者の姿勢には影響を及ぼすことがなかった｡シアトル中央労働評議会議長
のクロード.オライリー (ClaudeO'Riley)は,すでに述べた12月28日の
CUCにおいて,出席者に9月20日の評議会決議に目を通すように求め,これ
はシアトルの20万人の労働者の9月の時点における考えであるが,現在彼ら
の考えを変化させるようないかなる ｢理論｣が存在するであろうか,と主張
したのである(32)0
もっともシアトルのすべての AFL系魁合がそのような方針を取っていた
わけではなかった｡ビルディング･サービス取合 (BuildingServiceUnion)
ローカル7は,AFL系であるにもかかわらず,帰還してくる日系人をまっ
たく差別することなく,組合員として迎え入れた｡そのために多 くの帰還
者,特に一世がホテルや病院のポーターや守衛の職に就くことができたので
ある(33)｡
とはいえ,このような組合は少なかった｡そして特に強く日系人の帰還に
反対したのが,シアトル AFL最大の実力者である労働ボス,デイヴ ･ペッ
クが支配するチームスター組合であった｡
彼らの機関紙ワシントン･チームスター紙は,1944年 9月に,｢労働団体
はジャップとの間に非常に多くのいやな経験を有しているので,闘いなくし
て彼等の帰還を受け入れることはないであろうOこれは脅しではない,単な
る事実の表明である｣と宣言したのである(34)0
このようなチームスター魁合の反日系人的な政策は,シアトルに限られた
ものではなかったC全国チームスター取合の機関紙インターナショナル ･
チームスター紙もまた,1944年の初頭に,｢他の阻合が目を覚まさないかぎ
り,全国の戦時生産のセンターは低賃金と天皇の永遠の栄光のために働 く
ジャップであふれることになるであろう｣と主張している(35)0
1944年末から1945年にかけて,かなりの AFL系阻合が日系人の帰還を支
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持するようになっても,チームスター取合はその方針を変 え ようとは しな
かった01945年1月6日と4月21日のパシフィック ･シチズン紙はそれぞれ
以下のように述べている｡
その例外は AFLのチームスター観合であり,その太平洋岸における行動は旧派
の労働ボスであるシアトルのデイヴ･ペックによって牛耳られている｡ペック氏と
その雇われ人たちは日系アメリカ人の太平洋岸への帰還を妨げるために絶えざる
キャンペインを行い,リメンバー･パール ･--バー･リーグのような人種差別的
行動の擁護者と協力してきた｡この組合の全国機関紙であるインターナショナル ･
チームスター紙は,ペック氏からの指図を受けて,日系アメリカ人住民の潔白さに
反するうそと中傷の悪意に満ちたキャンペインを行ってきた｡
それゆえ,ロサンゼルスのチームスター組合と農産物卸商との間で日系アメl)カ
人を追放する代わりに取合はクローズド･ショップ条項を手に入れるという,｢ペ
ンディングになっている取引｣が存在するということを知っても驚きはないoしか
しながら,そのような明らかに差別的な取引が完了しうるものか否かは別問題であ
る(36)0
旧派の労働貴族であるデイブ･ペックは,彼の影響力がもっとも強力な太平洋岸
北西部-の日系人立ち退き者の帰還を妨げるための現在のキャンペインにおいて,
正当な労働組合の利益と行動を踏み外している｡
ク1)スチャン･センテユリ-誌へのシアトルからの報告によれば,ペックは北西
部の産業界から日系アメ1)カ人を締め出すために,委託商人や AFLの国際チーム
スター組合のメンバーによる日系人事業者の荷物の取り扱いを拒否したO新聞の記
事によると,ワシソTlソ州の一部のチームスター取合幹部は1)メンバー･パール ･
--バー･1)-グやその類似団体の非アメリカ的行動に協力している｡
(中略)
立ち退き問題についての最近のペックの行動は,アメリカで最大かつもっとも強
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力な労働観合集団であるチームスター取合のもう一つの汚点となるものである｡こ
の問題についてのチームスター組合の態度が,ほとんどの他の労働組合グループ,
特に CIO と多くの進歩的な AFL系取合とは異なっているということは重要であ
る(37)0
もっとも6月に入ると,ペ ックの主張にわずかな変化が見られた｡ペ ック
は,兵役に従事することによって忠誠を証 明した二世にか ぎってチームス
ター組合-の加入を認める,と述べたのである(38)o
しかしながら,このわずかな譲歩すらシア レレでは必ず しも守られなかっ
たように思われる｡農産物小売商協会会長ア ドウェソを招いた日の CUC の
議事録は,次のような事実を明らかにしている｡
彼 (アドウェソ)は一つの事件について詳しく話したが,それは農産物商協会が3
日間日本人復員兵の農産物を取り扱い,その後チームスター取合がトラックから運
転手を引き揚げたというものであった｡アドウェソ氏は,チームスター取合が復員
兵の農産物を扱うことに同意し,しかし3日後に考えを変えたのであると述べた｡
会社は運転手がいないのでイクタ (Ikuta)氏の農産物の扱いを中止せざるを得な
かったoこれに類した事件は多数発生したかと問われてアドウェソ氏は無かったと
答えたD
ア ドウェンの証言が正 しかったことは次の委員会までに確認されたQ
委員長はイクタ事件についてフィステール氏 (WRAの職員)と協議し,彼がアド
ウェソ氏のこの件についての陳述は完全に正しいと述べたと報告したO彼はアド
ウェソ氏とサンフランシスコとの電話での会話についての速記録を持っており,そ
れは彼の我々への報告よりも詳細ではあるが,実質的には同一であった｡フィス
テール氏はこの件や二世に関するその他の件に関してチームスター取合との間には
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とんど進展がないことにひどく落胆していると語った(39)｡
シアトル近辺の日系人の多くは農業や農産物の販売に関係していたので,
シアいレの流通業を支配するチームスター魁合のこのような動きは,帰還す
る日系人にきわめて深刻な打撃となった.1945年の12月,シアトルからパシ
フィック ･シチズ ン紙に寄せた寄稿の中でエルマー ･ス ミス (Elmer
R.Smith)は以下のように述べている｡
シアトル地域においては,帰還する立ち退き老-の労働観合の否定的態度が二世
が仕事に就くことをほとんど不可能にしているOチームスタ 組ー合が直接あるいは
間接に関係しているところでは,特にそうである｡他の州で組合に所属していた二
世がシアトルの阻合に転籍を拒否されたケースは多い｡それゆえ,純粋に人種を理
由とする魁合の差別によって仕事のない熟練労働者が当地に多数存在する(40)0
これはまた,彼が-レン ･エイママン (HelenE.Amerman)とともに,シ
アT}レの YWCAとYMCAをスポンサーとして行った当時のシアトルにお
ける二世の状況に関する調査報告の結論でもあった(41)0
第4節 C10 と国際港湾倉庫労働者組合
AFLとは異なり,CIO はかなり初期の段階から日本人の帰還を支持 して
いた(42)｡シアT)レにおいてもそれは同様であった｡1944年 6月のワシント
ン ･ステイ ト･CIO･ニュース紙 (WashingtonStateCIONews)は,CIO
の活動家であった日系アメリカ人,ケン･オムラ軍曹の南太平洋における戦
死をかなり大きく報道している(43)0 1944年12月に陸軍が日系人の太平洋岸へ
の帰還を許可すると,シアトル CIO評議会 (theSeatleCIOCouncil)はた
だちにこの決定を歓迎し,二世兵士の活躍を賞賛しつつ,｢忠実な日系アメ
リカ市民は他のあらゆるアメリカ市民と同一の権利を持っている上 ｢コミュ
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ニティの一部の分子は人種憎悪の炎を煽ろうとしている上 ｢一部の指導的市
民が無知によってこの憎悪のキャンペインに名前を貸している上 ｢この人種
的ヒステリーを煽る試みは,すべてのアメリカ人によってわが国民の統一に
とっての脅威であると認識されなければならない｡すべてのアメリカ人は詰
個人をその人種の故に苦しめるこのような企てを拒否しなければならない｡
これはヒットラーのテクニックである｡これはファシズムのテクニックであ
る｣と決議した｡1945年2月3日のパシフィック･シチズン紙によると,こ
の決議はすでにシアトル地区の CIO系ローカルの50%以上によって批准さ
れていたという(44)0
シアT)レにおける個々の CIO系ローカル-の日系人労働者の受け入れに
ついての詳しい史料を私は入手することができなかった｡けだし,順調に受
け入れが進んだために,新聞の取材の対象にもならず,CUCが特に働きかけ
る必要もなかったからであろう｡1944年10月12日のCUCには5人のCIO関
係者がゲストとして出席しているけれども,海員組合の Molzac船長が自分
の体験を語 り,あらゆる分野における差別の撤廃の重要性を力説しているの
みで,特に CIOと帰還日系人との関係を論じたという記録は残されていな
い (45)0
もっとも,太平岸のすべての地域の CIO系ローカルがすんな りと日系人
労働者を受け入れたわけではない｡1945年5月,カリフォルニアのストック
トンで3人の日系港湾労働者が雇用された時,CIO系の国際港湾倉庫労働者
鮭L合 (InternationalLongshoremenandWarehousemen'sUnion,以下
ILWUと略す)ローカル6のストックトン支部の阻合貞たちは,ストライキ
の威嚇でこれに抗議したのである｡
しかしながら,ILWUの委員長-リー ･ブリッジズは毅然とした態度でこ
れに取 り組んだ｡｢人種,信条,皮膚の色および出生国に関係なく,すべてに
平等であるという問題についての ILWUの立場は,明確で揺るぎのないも
のである｡我々は一瞬たりともこの問題について妥協することはできない
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し,妥協するつもりもない｣ と彼は宣言 したO ローカル 6の委員長 1)チャー
ド･リンデンもまた,ローカル6は ｢忠実なアメリカ人に対するいかなる差
別も許さない｣ と宣言 した｡つづいて彼はス トック トン支部の資格を停止
し,さらには支部組合員に対 して,人種や信条に基づ く差別の禁止を定めた
｢取合規約を遵守する｣とい う制約に署名 しなければ個々に資格を停止する
と通告 した｡700人の魁合員の60%がすでにこの誓約に署名を終えた と,5
月23日のタイムズ紙は伝えている｡まもなくローカル 6は関係者の審査を開
始 し,日系人排斥にあたって指導的役割を演 じた2人の阻合点を除名 し,3
人の資格を停止するとともに,ス トック トン支部の資格停止を解除してこの
事件に決着をつけたのである(46)0 6月23日のパシフィック ･シチズン紙は論
読 "TwoCoastUnions"において ILWU,ブ リッジズの対応をチームス
ター,デイヴ ･ペックと対比 しながら評価 している.
二つの強力な沿岸の取合が先週日系アメリカ人との関係でニュースになったO-
つはAFLに加盟しているけれどもほとんどの問題において自立的に行動している
デイヴ.ペックのチームスター組合である｡もう一つは,今週最高裁によって追放
命令から解放された-リー,ブリッジズを委員長とする国際港湾倉庫労働者阻合で
あるO
(中略)
デイヴ･ペックの人種差別的な策謀とまったく対照的なのはILWUの率直な行動
であって,ILWUは先週ストックトン支部の5人の阻合点を組合の非差別条項に違
反しているという罪で阻合委員会の審査にかけた｡この5人は,すべてのアメリカ
人を受け入れるというILWUの方針に対するストックトンの反乱の煽動者であっ
た｡ストックトン支部の資格を停止し,帰還した日系人立ち退き者とともに働くこ
とを拒否した阻合点を懲戒処分にしたILWUの行動が,北部カ.)フォルニアの他の
支部やその他のCIO魁織から一致した支持を受けたということは重要である(47)O
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こうしてストックトン事件は,CIO系取合の人種差別に反対する強固な意
志をあらためて確認するという結果をもたらしたのである｡
お わ りに
チームスター阻合をはじめとする AFL系諸魁合の妨害は,結局のところ
戦後のシアトルにおける日系人の経済活動の再構築を止めることはできな
かった ｡
もとより,魁合の妨害によって戦後の出発の時点でつまずき,その後の立
ち直りに苦労した日系人は少なくなかったであろう｡すでに老いを感じてい
た一世の労働者にとってほ,致命的であったかも知れない｡しかしながら,
全体としての日系人社会は,帰還後の二世を担い手として,新たな発展を開
始したのである｡そしてそのようなきざしは,1945年に YMCA,YWCAの
支援のもとに行われた調査においてすら,すでにかすかながら感じることが
でき,1947年にWRAの後身であるWarAgencyLiquidationUnitが行った
調査 (シアいレについては S.FrankMiyamotoとRobertW.0'Brienの研
究を利用している)『移動する人々』の中で,よりはっきりと現れてくるので
ある(48)a
このような以後の展開に鑑みれば,本稿で吟味した諸組織,諸利害勢力の
日系人帰還問題-の取 り組みは,アメリカ日系人の歴史の一部としてより
ち,むしろ諸魁織,諸利害勢力自体の歴史的意義を自ずから明らかにしたも
のと考えることができようO
黒人問題の取り阻みに関して必ずしも成功したとは言えない CUCは,し
かしながらその帰還日系人問題への真筆な取 り魁みによって,シアトル史の
中の重要な一部となったoシアトル ･タイムズ紙は,1944年以降の客観的な
報道によって,強制収容の是非をめぐる論争の中で犯した過失を償うことに
成功した.他方でデイヴ･ペックとチームスター阻合は,その日系人に対す
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る差別と排斥運動によってその独善的体質を自ら暴露する結果となった｡そ
れはペックが,上院のマクレラン委員会によって汚職と腐敗を追及され,脱
税によって投獄されるはるか以前のことであったO-リー･ブリッジズ指導
下の国際港湾倉庫労働者観合についてはその逆のことが言えるのであるO
注
(1)本稿では一般に ｢日系人｣という言葉を ｢在米日本人｣,｢日系アメリカ人｣の双方を
意味するものとして用いているO一部に ｢在米日本人｣と区別している場合もあるが,
その場合は文脈から容易に知ることができよう｡
(2)"NeighborsRapThreatToNisei",SeauleTimes,May6,1945.陸軍省は1944年12月
に翌1945年 1月 1日をもって日系人の太平洋岸-の帰還を認めると宣言した｡その前
後におけるシアトル市民の日系人帰還に対する賛否両論はシアトル ･ポス ト･インテ
リジェソサー紙 (以下,PI紙と略す)の投書欄でうかがうことができる｡PI紙は両
者をほぼ公平に採用しているが,初期の段階では反対の意見の方が強かったであろうo
Cf,"TheVoiceofthePeople",SeattlePostlnleligencer(以下,PI),September
23,25,October19,23,26,December23,25,1944,January26,29,February3,6,
1945.なお,12月18日のシアトル ･スター紙は無差BIJに尋ねた8人の市民の意見を掲載
しているが,帰還を無条件で支持するのはわずかに1人,日系アメリカ人の帰還は支持
するが在米日本人の帰還には反対するのが2人,アメリカ国籍に関係なく日系人の帰
還に反対するのが5人であった｡ w`hatDoYouSay?",SeattleStar,December18,
1944.
(3)"FarmGroupsOpposeReturnofJapanese",PI,October5,1944,'whiteRiver
Valey FarmersOrganize Anti-EvacueeGroup",PacificCitizen,October14,
"organizeNewAnti-EvacueeGroupatBainbridgeIsland",ibid.,December2,1944.
(4)"Tacky:NiseiNurse,ToReturn",SeattleTimes,February1,1945,'Nisei's
ReturnCausesRiftlnNursesatHarborview",lbid.February2,"C.B.I.Veteran
DefendsNisei,ScoldsNurses",ibid,February4,1945."NiseiNurseToLeave
Seattle",ibid,Februaryll,1945,"FoesOfNiseiNurseRapped",ibid.,March26,
1945,"NiseiNurseBackatPostInNorthwest",PacificCitiZm,February10,1945.
"NiseiNurseLeavesPostAfterProtest",ibid.,February17,1945,"NurseProtest
ReturnofNisei",PI,February3,1945.なお,2月8日のPI紙はこの Takayoshi
Caseについての賛否の投毒を掲載 しているO"TheVoiceofthePeople",ibid.,
February8,1945.
(5)"CitizenshipOfNise1Opposed",SeattleTimes,July21,1944,"Amendmentto
ExileAuJapsProposed",ibid.,March14,1945.
(6)"VigilanceAgainstViolenceUrgedon Seattle Christians",PacificCitizen,
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January15,1944などo多数の聖職者,教会が献身的に日系人を援助したoもっとも,
帰還反対の聖職者もまた少なくなかったことを次の記事から知ることができるO
"UnexpectedoppositiontoaresolutionrecommendingthatloyalAmericansof
Japaneseancestrybepermittedtoreturntotheirhomeswasraisedatyesterday
altemoon'ssessionofthe35thcotlVentionofEpiscopalchurchesQfOlympiadiocese
heldintheTrinityChurchparishhouse.
Theresolutionwaspassedwitha94-42vote,butonlyafterarlSingvotewas
taken,succeedingaspokenvotelnWhichthe"mos"wereapparentlyasdefiniteas
the"yes"votes"("DioceseDivdedOverRetumingCoastJaps",PI,February13,
1945).
(7)"walgrenHitsReturnofJapstoCoastNow",PI,January23,'walgrenliiton
JapPolicy",ibid.,January24,1945,'GovernorWalgren OpposesReturn of
EvacueestoCoast",PacificCitizen,January27,1945,"UofWashingtonPapers
AsksForFairPlay",ibidHFebruary3,1945なお,UniversityofWashingtonDai1yの
この号は CouncilofChurches,Washington,NorthernIdahoRecords,AccessionNo
1567-2Box6(UniversityofWashingtonLibrariesManuscriptColection)の中に保存
されているocf.,"UofWashingtonWilAcceptNiseiStudents",PacificCitizen,
October7,1944,"UnitycommitteeHitsNisei'sFoes",SeattleTimes,April6,1945,
"UniversityStudentsRoutSeattleRacists",PacificCitizen,April14,1945.学生を含
むワシントン大学関係者の日系人支援活動に関してはその他,"FightonUSJapanese
HitAtUniversity",SeauleT1-mes,November29,1944, R`aciaLProblem Forums
Talked",ibid,April14,1945,"UofWashingtonGroupMayHoldForumsonNisei
lssue",PacificCitizen,April21,1945などを参照｡ I)メンバー ･パール ･-ー
バー･リーグはシアトル近郊のベルビューにおける4月19日の集会でも同様に日系人
支持者の攻撃にさらされた,"Anti-NiseiLeadersTakeBeatinglnBelevueForum",
SeattleTimes,April20,1945,"ReportAnti-NIseiLeadersRoutedatSeattle
Meeting",PacificCitizen,April28,1945.なお,12月18日の時点ではワシントン州知事
はアーサー ･ランジル (ArthurBLangile)であったC彼はまもなく就任するウォルグ
レンとは異なって,帰還は "premature"であるが,決定するのは連邦政府である,大き
な混乱は起こらないだろう,そのために州政府は全力を尽 くす,と述べている｡
"LangileSeesNoTroublelnJaps'Return",SeauleTimes,Dec18,1944.シアトル市
長デヴィン (WiliamFDeviれ)の対応もウォルグレン知事とは対照的であった｡1944年
1月には彼もロサンゼルス,サンディエゴ,ロングビーチ,ポートランドの市長ととも
に日系人の太平洋岸への帰還に反対する書簡を西部方面軍司令官に送っている｡しか
し,同年12月に帰還が現実の問題になると,"Asthemayorofthiscity,itismyduty
toseetoitthatalofourcitizens,regardlessofrace,colororcreed,aregiven
equalprotectionunderthelaw,andthatIintendtodo"と宣言して日系人擁護の立場
を明らかにした｡"DevinOpposeJapReturnNow",SeattleTimes,Junuary,27,
1944,"EqualRlghtsPromisedJapsbyMayor",2'bid.,Dec18,1944彼のそのような努
力の例として,cf.,"MayorAssails Vandalism AtJapaneseHome",Z'bidりMay18,
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1945.クエーカー教徒の活動の例として,cf,'QuakersPaintOutInsult,MowGrass
forJapanese",ibidHMay17,1945.アメリカ社会党も日系人の収容に批判的であり,
ノーマン･トマス (NormanThomas)はシアトル訪問の際の演説において日本人を歓
迎するよう訴えているo"U.S.SocialistPartyDemandsRightofJapaneseAmericans
ToReturntoEvacuatedArea",PacificCitizen,June17,1944,"CoastWelcome
UrgedForJaps",SeattleTimes,September1.1944
(8)"MyerAdmonishesNewGroupOpposingReturnofEvacuees",PacificCitizen,
October14,1944,"AntトJapFee-SeekingGroupsLikeHitler,SaysDilonMyer",
SeauLeTimes.April23,1945,"W.R.A.OfficialHitsNiselFoes",ibld.,May4,
1945,"Leniency ln Anti-Jap Case Hitby Ickes",ibid,May 31,1945,cf.,
"W RABoostingOfNiseiRapped",May23,1945
(9)拙稿 ｢第二次大戦期のシアトルにおける新聞と日本人問題｣(『岡山大学経済学会雑
誌』,第30巻第4号,1999年,439-440,443-447頁,参照O
(10)この時期にはシアトレのみならず多くの都市でこのような目的を持った委員会が設
立された｡そしてサンフランシスコの CivicUnltyCouncilも帰還に協力した｡"Sam
FranciscoCivicUnityCouncilPledgesAidTowardResettlementofEvacuees",
PacijicCitizen,February10,1945.なお,ワシントン大学教授の S.FrankMiyamoto
もシア トル帰還後,委員に迎えられたoHowardA.Droker,SeattleRaceRelations
duringtheSecondWorldWar,Pacifz'cNorthwestQuarterly,67-4(October1976),
p･169,RichardC･Berner,SeattleTransformed:WorldWaru toColdWar,pp.
122-123,ArthurBarnettRecords,AccessionNo.1598-4,Box1,Folder3
(ll)CivicUnityCommitteeRecords,AccessionNo.479Box22,Folder6,8,9,"Unlty
GroupliitsJapPrejudice",SeattleTimes,January27,1945,"UnitycommitteeHits
Niseis'Foes",ibid"April6,1945,
(12)CUCRecords,Box22,Folder9.
(13)Cf,"BoycottingofJapsToBringActionByU.S.",SeattleTimes,July1,1945,
"ProduceMenHitW RAActions",ibid.July17,1945.
(14)CUCRecords,Box22,Folderll
(15)グ1)-ソウッドは,1945年12月21日の委員会で市長,警察署長,およびシアトルの3
紙との会合について報告している｡CUCRecords,Box22,Folder7.
(16)この委員会は1944年12月28日に開かれた｡AFL系指導者としては,中央労働評議会
の CharlesDoyle(ExecutiveSecretary),ClaudeO'Riley(President),HarryBush
(Chairman,ExecutiveBoard)とチームスター取合の委員長DaveBeckの4人がゲスト
として出席した｡記録を取らないという約束のもとで議論が行われたために ドイルの
発言も議事録には残っていない｡この発言は約27年後の1972年11月に ドローカーと
バーナーによって行われたインタビューの際のバーネットの記憶に基づいているo
Droker,op.cit,p.173,CUCRecords,Box22Folder7.
(17)Droker,optcit"p､173.ワシントン大学図書館資料部のCUC文書のガイドも次のよう
に述べている｡"TheCUCnegotiatedwithanumberoffirmswhichrefusedtohire
blacks,butgeneralyfailedtoendthediscrimination.TheCUCdid,however,playa
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majorroleinensuringthatthereturnofinternedJapaneseAmericanstoSeattle
peacefuly."Guide,CivicUnityCommitteeofSeattle
(18)膨大な無関係の記事の中から主題に関係のある少数の記事を見つける作業は,特に
ネイティブでない我々にとっては,時間と神経を使う作業である｡しかし戦時のシアト
ル ･タイムズ紙については JohnR.Litz,Japanese-AmericansintheSeattletimes･
December1,1941toOctober31,1945という目録が存在しており,そうでない場合に
比べてはるかに時間を節約することができた｡なお,Litzのこの著作は大戦で戦った二
世兵士に捧げられている｡
(19)前掲拙稿,439-440頁,参照｡
(20)'IfThey'reLoyalCitizens,They'lStopComplaining",SeauleTimes,April15,
1943
(21)"Soft-HeartedSentimentsTiringAmericanPatience",SeattleTimes,May13,
193.また6月21日の社説ではワシントンに日を向け,そこでいかなる決定がなされよ
うとも,｢軍と太平洋岸諸州はこの海岸に沿った地域への日本人の帰還を防ぐ方法を発
見しなければならない｣と主張している｡その他,日系兵士についての "KeepThem
AwayFrom Here",July14,1943や戦時再転住局の方針を批判 した "TelUs,
W.R.AChief,HowYouAnswerThisOne",August6,1943などを参照｡もっとも二
世から市民権を奪うような動きについては,さすがに7月 9日の社説で疑問を投げか
けている｡"OfDoubtfulAdvantage",July9,1943.
(22)"ThisLooksLikeaMatterForLocalOptionDecision",SeattleTimes,February
29,1944.
(23)"Editorials:NiseiandthePress",PacificCiti加n,Novernberll,1944なおここで
挙げられているのは SanFranciscoChronicle,PortlandJournal,PaloAltoTimes,
SantaBarbaraNews-Press,LosAngelesDailyNews,SantaAnaRegister,Seattle
Times,OaklandTribune,theDailyPeople'sworldofSamFranciscoの9紙であるo
(24) '`LoyalCitizensShouldBeReceivedonTheirMerits",SeattleTimes,December
20,1944
(25)Berner,op.cit,p.127.
(26)--スト系であるにもかかわらずPI紙の帰還問題についての報道も公平なもので
あった｡cf.Berner,op.cit.,pp,125-126,Droker,op.°it,pp.172-173 7メ1)カソー
シャルワーカー協会ピュゼット･サウンド支部,マイノT)ティ権利委員会議長,エレ
ン･スタンダード(ElenMaeStandard)は,投書で次のようにPI紙の姿勢を評価し
ている｡
"TheMinority RightsCommittee,PugetSound Chapterofthe American
AssociationofSocialWorkershasvotedunanimouslytocommendyouforthe
fairnesswhichyouhaveshowninpresentingthenewsregardingthereturnof
JapaneseAmericantothisarea.WefeelthatsomeofthearticleswhlChhave
shownthereturningJapaneseAmericanascitizensandformermembersofourown
communityhavehadasalutaryeffectuponcommunityattitudes
Weappreciatetheattemptmadetoacquaintthepublicwiththepartthat
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JapaneseAmericanservicemenareplayinginthewar.Webelievethatcontinuance
ofthispolicybyyournewspaperwilbeanindicationofyourdesiretofurther
democraticprinciplesandfairplayforalcitizens."(PI,February3,1945).
(27)"sheDoesn'tLikeThem",SeattleTimes,September19,1945,
(28)AFL系組合の反日系人活動に関連する記事に,"DenverUnionMovestoOust
NiseiWorkers",PacificCitiZ:en,July31,1943,"IdahoLaborGroupAsksProperty
Law〝,Åug14,1943,"AFLSeeksrestrictionsOnEvacuees",September25,1943,
"AFLWorkersDropProtestAgainstKusaka",Oct2,1943,"AttemptofAFL
GrouptoGagJapaneseAmericanFailsasMasaokaSpeaksatMeeting",February
26,1944,'StrikeThreatbyAFLGroupHaltsEmploymentofEvacuees",August
5,1944などがある｡AFLとその加盟組合が日系人を受け入れ,あるいは擁護したとい
う記事に "AFLTypographicalUnionWelcomesEvacueeLinotypist',Dec2,1944,
"CoastRacistsHitbyAFLNewspaper",February10,1945,AFLUn10nAidslssei
lnOpeningNewYorkBusiness",April21,1945などがある｡
(29)"NiseiandtheAFL',PacificCitizen,March18,1944.
(30)CUCRecords,Box22,Folder7
(31)"NationalAFLConventionHitsDiscriminatoryTreatmentOfJapaneseAmerican
Group",PacificCitiZ:en,December16,1944.
(32)CUCRecords,Box22,Folder7.
(33)WarAgencyLiquidationUnit,PeoplelnMotion･ThePostwarAdjustmentof
theEvacuated Japanese Americans,1947,Washington,DC.,p.119,Bern-
er,op.cit,129-130.
(34)"Itmustnothappenagain",WashingtonTeamster,September9,1944.
(35)"NiseiUSA:TheAFLandRaceTensions',PacificCitizen,February26,1944.
(36)"TeamstersUnion",PacificCitizen,January6,1945.
(37)DaveBeckofLabor",PacificCztiZen,April21,1945
(38)"Teamsters'DaveBeckDeclaresOppositiontoEvacueeReturn;ExceptNisei
ExIServicemen",PacificCitizen,June23,1945,CUCRecord,Box16Folder23.
(39)CUCRecord,Box22,Folderll.
(40)"PacificNorthwestLetter:Employment,HousingProblemsConcernReturned
Evacuees",PacificCitizen,December15,1945.
(41)HelenE.AmermanandElmerR.Smith,`surveyofNiseiinSeattle",December
31,1945(CouncilofChurches,Seattle,Records,AccessionNo.1358-7,UniversltyOf
WashingtonLibrariesManuscriptColection,Box15Folder23),p.64,
(42)パシフィック･シチズン紙はそのような記事を克明にフォローしている｡"CIO
UnionsCondemnDiescommittee'ssmearcampaignAgainstJapaneseAmericans",
PaciJicCitizen,June24,1943,"CaseforNiseiPresentedatCIO Conference",
August14,1943,"CIOUnion'sActionBreaksDownU`nwrittenLaw'AgainstNisei
inFederalBureau",August28,1943,"SamFranciscoCIOBacksRightofEvacuees
toReturnIfMilitaryConditions P ermit",Septemberll,1943, c`IO Magazine
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ReportsonNiseiAidtoWarEffort",October23,1943,"MartinezCIOBacksRights
OfEvacuees",February12,1944,"CIO inUtahBacksRightsOfLoyalNisei",
February26,1944,"SunnyvaleCanneryWorkersUnionProtestsResolutiontoBar
Evacueesfrom California',Marchll,1944,"CIOAutoWorkers,World'sBiggest
Union,UrgesFairPlay ForJapanese Am ericans",May 6,1944,"American
NewspaperGuild UrgesEarly Retum ofNiseiEvacueesto Pacific Coast",
September2,1944,"CIOLeaderHitsAFLUnion'sAttitudeonNiseiAmericans",
December16,1944,"CIO SupportsCitizenRightsOfNiseiGroup",January13,
1945,"CIOSeeksClearanceforNiseiUnionLeaderinMovetoEnddiscriminatlOn
AgainstGroup",March31,1945,'CIO CommendsArmyOrderRevokingBan",
March31,1945,'LNaiionalCIONewspaperSaysUnionsBackReturnofNisei",June
2,1945,"ColumbiaRiverDistrictCIO BacksReturnofNisei",June2,1945,
"CaliforniaCIOConventionCalsforProtectionofRightsOfJapaneseAmerican
GIs",December29,1945.
(43)"Japanese-Arnerican-CIOMember,DieslnSouthPacificFighting",Washington
StateCIDNews,June1944.
(44)"SeattleCIO CouncilExtendsWelcometoNISeiEvacuees,ResolutionRaps
Race-Baiters",Pacifl'cCitizen,February3,1945.
(45)CUCRecords,Box22Folder4
(46)以上,cf."Bridges0K'sNiseiDespiteStrikeThreat",SeattleTimes,May17,
1945,'DockUnionPunishedForBarringNisei",ibid.,May23,1945,"Longshoremen
backLoyalJapanese",ibid,June5,1945,"ILWUSuspendsLocalforAnti-Nisei
Action",PacificClti之en,May26,1945,1LWU OfficialsfightRacism With
House-to-HouseCampaign",ibid,June2,1945,"ILWU LeadersActtoEnforce
NoIDiscrimnationPledgeinStocktonIncidentOverNisei",ibid,June2,1945,
"ILWU WilHoldFormalTrialForStocktonMembersonRaceDiscrimination
Charge",ibid.,June9,1945,"Lo§AngelesCIOCouncilsBacksILWU",ibid.,June
9,1945,'ManinUnionCaseMayNotBeCitizen",ibid,June9,1945,"NiseiUnion
MembersinArmyliailILWU inStockton",ibid,July7,1945,'cIO Union
CommitteeAsksExpulsionofTwoLeadersofRacistActivityinStocktonUnit",
ibid,Åug4,1945,"ILWULeaderHailsSuccessOfNo-DiscriminationPolicy",ibid.,
September1,1945,"Editorials･NiseiandLabor",ibid,October13,1945,"Stockton
IncidentClosedasTwoUnionMembersExpeled",ibid,October27,1945
(47)"Editorials･TwoCoastUnions",PacificCitizen,June23,1945.
(48)CfAmermanandSmith,"SurveyofNiseiinSeattle",WarAgencyLiquidation
Unit,PeoplelnMotion,pp.113-133,175-177
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The Return ofJapanese Evacuees to Seattle
Katsutoshi Kurokawa
By the order of the United States Government, Japanese and
Japanese Americans were removed from the Pacific Coast early in the
World War II. When the victory of allies became not so far away,
therefore, the return of evacuated people to their former homes turned up
as the problem. Many groups began their activities for and against the
return of Japanese and Japanese Americans to the Pacific States. The
purpose of this note is to analyze the activities of some of these
organizations, especially in Seattle.
One of the organizations that helped the peaceful return of Japanese
to Seattle was the Civic Unity Committee. It was established in February
1944 by Seattle Mayor William F. Devin to alleviate the racial tensions.
The Seattle Times, which had supported the removal of Japanese from
the Seattle early in the war, cooperated the CUC and helped the return of
Japanese in its editorials and articles. The articles that emphasized the
activities of Nisei soldiers who were fighting in Europe were especially
effective.
Some labor unions and councils that affiliated to the American
Federation of Labor opposed to the return of Japanese to Seattle. The
antagonistic campaign by the Teamsters, which was led by Dave Beck,
was especially serious and harmful for the successful return of Japanese.
The unions and councils that belonged to the Congress of Industrial
Organizations, on the other hand, supported the return ofJapanese to the
Pacific Coast. The International Longshoremen's and Warehousemen's
Union, which was led by Harry Bridges, suspended the Stockton Unit of
Local 6 when some leaders of the unit refused to work with returned
Japanese.
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